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The purpose of this study is to develop a technique for predicting and evaluating future urban structure based on microsimulation 
technology that takes into account human movement and has improved practicality, enabling an objective analysis of urban structure 
that has entered a phase of population decline. 
 
［研究開発の目的］ 

本研究開発課題は、人口減少期に転じた我が国の地方

都市を中心として，都市計画運用指針にも明記された

EBPM(Evidence-based Policy Making：エビデンスに基づ

く政策立案）やコンパクト＋ネットワークの都市構造の

実現という観点より，従来よりも人の移動を考慮した予

測・評価に基づく都市構造に関する政策立案に資する技

術の必要性が高まってきている．本研究は，世帯を単位

としたマイクロシミュレーションをベースとして，都市

内の将来の人口分布や土地利用を予測することに主眼が

置かれている．こうした世帯マイクロシミュレーション

技術でも，計算量の削減や実用化に向けた検討が課題で

あった．それに対して，前課題では，大幅な計算時間の

短縮や，Web アプリケーションの構築等により，実用化

へ大きな前進を見せたものの，人の移動に関わる交通モ

デルについては外生的な値を与えるにとどまっているこ

とや，自治体におけるケーススタディについても少数に

とどまっていること，さらには Web アプリケーション自

体にも改善点が残されている事等から，本格的な実用化

に向けては解決すべき事項が残されている． 

そこで本研究は，人口減少局面に転じた都市構造を客

観的に分析することを可能とする，人の移動を加味し，

さらなる実用性を高めたマイクロシミュレーション技術

をベースとした将来都市構造予測・評価技術の開発を目

的として実施した． 

［研究開発の内容］ 
研究開発内容は図１に示すように，３つのサブテーマ

を設けた．また，実施にあたっては，客員研究員の鈴木

温名城大教授と杉木直豊橋技術科学大学教授から指導い

ただいた． 

① マイクロシミュレーション技術による予測モデルへ

の人の移動（交通モデル）の導入 

② 都市構造評価 Web アプリケーションの実用性を高め

るための高速化等の改良を実施 

③ 地方自治体と連携したケーススタディによる実用性

の検証と蓄積と社会実装への展開 

 

図１ 研究開発課題の目的と全体像 

 
［研究開発の結果］ 
① マイクロシミュレーション技術による予測モデルへ

の人の移動（交通モデル）の導入 

 まず，将来都市構造予測に交通モデルの導入を目指し

た検討を実施した．初年度は，複数の交通モデルの比較

検証を通じて，マイクロシミュレーションとの親和性等

を勘案し，アクセシビリティモデルの導入に向けた基本

設計を実施した．２年度目はそれを元に日平均の予測が

可能なモデルを実装した．３年度目はそれらを時間帯別

に拡張した．こうした実装・拡張において懸念されるの

が，計算量の爆裂であるが，これに対してはタイムスロ

ット・ロケーションスロット(図 2)の考え方を入れるこ

とで，必要最小限の計算量で時間帯別の予測を実現する

ことが可能となった． 
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② 都市構造評価 Web アプリケーションの実用性を高め

るための高速化等の改良を実施 

 前項で実装した予測値を元にした評価指標として，交

通量（渋滞状況）を追加したほか，平均アクセス時間や

小中学校へのアクセス性等を改良・追加した．また，全

体として，これらを WEB アプリケーションに実装した

（図 3）．ただし，現状では，セキュリティの関係から

特定の機関からしかアクセスできない仕様となっている． 

 
図 3 WEB アプリケーション（認証画面） 

 

③ 地方自治体と連携したケーススタディによる実用性

の検証と蓄積と社会実装への展開 

以上で実装した WEB アプリケーションを利用して，愛

知県豊橋市と茨城県土浦市でのケーススタディを実施し

た(豊橋の例を図4，5に示す)．ケーススタディ自治体の

選定においては，都市圏パーソントリップ調査の実施有

無・時期が影響しており，普及にはこれらの課題解決が

必要である．また，初期年次を 2015 年とし，2020 年を

予測した結果に対して，2020 年国勢調査結果との比較に

よる精度検証を実施した．さらに，これらの WEB アプリ

ケーションの操作等の解説書として，元となる基礎理論

と利用マニュアル等をとりまとめた． 

図 4 可視化例（交通量） 

 

図 5 交通量時系列比較 

 

図 6 精度検証 

 

［まとめ］ 
 以上，人の移動を加味した実用性を高めたマイクロシ

ミュレーション技術をベースとした将来都市構造予測・

評価技術の開発の概要について整理した．さらなる地域

的汎用性の向上や，シナリオ設定機能の高度化等が今野

課題としてあげられる． 
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図２ 交通モデルの時間帯別拡張の考え方 

 


